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各地で2020 年
オリンピック ・ パラリンピック
招致の署名運 動
　2013年1月2日、3日には“浅草浅草寺の雷門前”や、大田区の“池

上本門寺の入り口付近”など地区内の各地に於いて、「2020年東京

にオリンピック・パラリンピックを招致しよう」と署名運動が行われてい

る活動はすでに前号でお伝えしたが、引き続き、署名運動は地区内各

地で、各リジョン、ゾーンなどで協力して行われている。

　1月19日（土）には第6リジョンの2ゾーンの6クラブ（東京上野LC、

東京上野南LC、東京鶯谷LC、東京不忍LC、東京上野東LC、東京

イーストLC）のメンバー約60名が参加して、上野公園内の“近代美術

館前”で署名運動を行った。

　また、2013年1月26日(土)も地区内の数か所に於いて署名運動

が行われた。この日実施したのは第10リジョン17クラブのメンバー

約50名が“JR渋谷駅近くのモヤイ像前”と“京王井の頭線渋谷駅

ガード近く”に分かれて運動したほか、第1リジョン1ゾーンのクラブメ

ンバー約60名が“数寄屋橋交差点宝くじ売り場付近”で活動を実

上  野

巣  鴨

数寄屋橋
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各地で2020 年
オリンピック ・ パラリンピック
招致の署名運 動

施した。さらに同日、第12リジョンでも16クラブのメンバー計約70名が

“小田急線町田駅ビル東口広場”並びに“JR吉祥寺駅近く”にて署

名運動を行い、この日は同時に都内数か所で活動が実施された。

　さらに、2013年2月16日（土）JR巣鴨駅前において第8リジョンの13

クラブが合同で延べ約60名のメンバーが署名活動を実施した。当日

は“十文字学園”の生徒らの協力も得られ、4時間の街頭活動で約

2000名の署名を得た。事前に集めた署名とともに地区合計50894名

もの署名を集めてキャビネット事務局に届けられた。

吉 祥 寺 ・ 府 中

渋  谷



キャビネットだより

地区リーダーらが日本赤十字社本社を訪問
3月4日

地区ガバナーほか４名が本社を訪問
　2013年3月4日（月）阿久津地区ガバナー、河合複合地区ガバナー協議会
議長、山浦元国際理事は案内役のＬ静永純一、並びに同行した柴田広報委
員長と共に日本赤十字社本社を訪れ、大塚義治副社長に面談した。日本赤
十字社とライオンズクラブは互いに奉仕活動を通じて協力関係にあり、奉仕
活動のパートナーともいえる。そうした関係から、このたびの本社訪問となった。
港区芝大門の日本赤十字社本社を訪れた一行は役員室に案内され、近衛
社長が会議中のため大塚副社長と面談した。

献血活動と大震災当時の対応について
　案内役のＬ静永純一が話題をライオンズクラブが支援する献血活動に移
すと、東日本大震災当時の話題になり、河合議長からは自身が地区ガバナー
在任中の「一大イベント当日の準備中の出来事で忘れられない思い出、と
なった大震災当時の模様が伝えられた」震災時の被災者らへ輸血用血液に
関しては意外にも「被災者の多くが津波による被害を受けたので、輸血用血
液の需給は最悪の状況ではなかった」と説明があった。しかしながら、震災当
時の緊迫した状況は相当なもので、ボランティア団体の活躍と日本赤十字社
職員らの活躍が感じられた。

地区内での献血呼びかけ活動について
　阿久津地区ガバナーは「地区内ではお正月早 か々ら地区内メンバーらが献
血を呼びかけている」状況を地区誌などを示して説明すると「大変感謝してい
る」と感謝の言葉が述べられた。一方、将来「ますます高齢化する日本社会で
若年層の献血者にどのように呼びかけ理解を求めていくのか」と言う課題に
ついても意見交換が行われ、広報委員長は「きれいになった献血ルームや、
辰巳の血液センターなどもライオンズの東京地区広報誌などで紹介している」
旨説明すると今後の協力関係について互いに再確認する面談となりました。

近衛社長と記念撮影
　一行が、副社長との面談を終えると近衛社長が現れ「訪問に対する感謝と
日頃の協力に敬意を表する」旨、笑顔で伝えられ、訪問者との記念写真を依
頼すると、快く笑顔で応じていただけた。

多忙を極める近衛社長の立場
　“国際赤十字・赤新月社連盟（連盟）の会長”を務める近衛社長が多忙であ
るとの話題から、山浦元国際理事が「ライオンズでも国際役員の多忙さや、国
際会長を目指す日本の立場と国際会長選挙について」説明すると、連盟でも
一国で１票の投票権がある熾烈な会長選があるようで、世界的な支持を得て
おられる近衛社長は、現在連盟会長に就任されて三年半が経過するという。
互いに、国際社会の中での奉仕活動に関係する団体として、日本の立場と責
任について親しみを込めた意見交換が行われた。

日本赤十字社（にほんせきじゅうじしゃ）
世界187か国の赤十字・赤新月社ネットワー
クの中の一社として、人間の命と尊厳を守
り、苦痛の軽減を目的として活動する法人。
日頃から青少年教育、看護師養成、救急法
等講習や病院・血液センター・社会福祉施設
等を運営している。災害などの緊急時には、
国際・国内のネットワークを活かして活動を展
開する。

　社長、副社長らの見送りを受けた一行は“話題にも出たAKB48のポス
ター”が飾られた日本赤十字社本社の１階ロビーを後にした。
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▲社紋
明治20年に、明治天皇の后で
あった昭憲皇太后自ら、かんざしに
彫刻されている桐竹鳳凰文様の
使用を許可され、その文様に赤十
字を配したもの。



キャビネットだより

国際協会の補助金を得て、都内の数か所で同時に“男の料理教室”を実施
2月3日

国際協会の会員プログラム新クラブ・マーケティング補助金を申請
　地区家族会員・ライオンズカード推進委員会では、全国各地120か所以
上のスタジオでクッキング教室を開いている“ABCクッキングスタジオ”において

“男の料理教室”を開催した。今回の企画は「災害時にも対応できる男性メ
ンバーのスキルアップ講座」として東日本大震災の教訓から“多くの男性メン
バーらに炊き出しや炊事ができればもっと積極的な奉仕活動ができるはず”
との同委員会の考えから開催されたもので、同時に家族会員の招請、被災
地の特産品の利用なども考慮された内容となっており、開催された2013年
2月3日(日)には銀座、汐留、丸の内、新宿の各会場に予定を上回る応募者
があった。スタジオ内では懸命に料理に取り組む男性メンバーらが、明るい
表情で料理教室を楽しんでいた。

　この地区委員会の活動企画は国際協会のプログラムにも沿った形で進め
られており、小川晶子委員長は２年連続して国際協会のライオンズクラブ家
族会員プログラムの補助金を申請して承認を受けており、今回の活動にも役
立てている。同委員長は「今回はスタジオの都合により多摩地区のメンバー
には不便をおかけしたが、多くのメンバーに参加いただきとてもうれしい」と話し
ている。同委員会では3月10日（日）新宿中央公園で行なわれた“復興イベン
ト”にて炊出し訓練を実施し、地区内の多くのメンバーから注目されていた。

銀座会場

丸の内会場

汐留会場

復興イベントにて炊き出し訓練

新宿会場

地区家族会員・ライオンズカード推進委員会
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キャビネットだより

330-A地区指導力レベル向上セミナーを開催

アイバンク協会認定サポーター養成講座及び臓器移植セミナーを開催

第1回 ＬＣ 日本大学ＯＢによる集い 桜友会
1月25日〜2月26日

2月8日

2月20日地区指導力育成委員会

地区献眼・献腎臓器移植委員会

ＬＣ桜友会

“第3回青年アカデミーメンバー交流会”を開催
2月16日 地区青年アカデミー委員会

　2013年1月25日（金）ＡＰ西
新宿に於いて地区指導力育
成委員会が主催する“指導力
レベル向上セミナー”が開催さ
れ、地区内のメンバーおよそ50
名が参加した。セミナーでは同
委員会が作成した「クラブ例会
を通じて覚えるライオンズの知

識2012～2013」を教材に“ライオンズの歴史から例会運営、マンスリーレ
ポート（月次報告）や会計処理などクラブメンバーにとって大変参考になる
セミナーとなった。なお、同委員会ではこの後、同所にてそれぞれの地域（リ
ジョン）を対象に計4回セミナーを開催したのち、場所を立川市に変えて12
Ｒ、13Ｒ、14Ｒ地区を対象にしたセミナーも実施した。

　ＬＣ桜友会はライオンズクラブに所属する、日本大学出身者の交流を広
げて行く事を目的として発足いたしました。年間、1～2回程度開催し親睦
を深め、各クラブの発展に寄与してまいりたいと思っております。また、母校
と、学生後輩たちへの積極的な支援と協力をしていきます。記念すべき第
１回目は2013年2月20日(水)に日本大学桜門会館にて100名を超える
方 が々集まり、開催いたしました。334－Ｂ 地区より国際第二副会長候補
のL 山田實紘様も大会会長（ＯＢ）として、ご出席を頂き、また、阿久津隆
文ガバナーもＯＢとしてご出席頂きました。後輩たちの空手演武やチアリー
ダーのアトラクションもあり全員で校歌を歌い、懐かしい学生時代に戻り、
和やかな時間を送ることができました。なお、正式な名簿がないため、開催
のご連絡に不徹底がありました事をお詫び致します。今後の運営を迅速
に進めるため今回の開催通知連絡が未着のメンバーの方々には以下に
ファックスにてご一報頂きますようお願いいたします。
東京都中央区銀座2-8-19　ＧＩＮZA 2nd Ave.3 ビル 5Ｆ
Fax：03-3562-6151　実行委員長 Ｌ藤井清一（桜門ライオンズクラブ）

（以上、情報は関係者からの投稿によるものです）

　2013年2月16日（土）都内の貸会議室に於いて地区青年アカデミー
委員会主催の“第3回青年アカデミー交流会”が行われた。この日参加し
たメンバーは約90名で地区ガバナー、幹事、事務局長らを含む地区内の
メンバー約80名に加え、３３３-E地区、３３３-C地区さらに３３４-E地区のメ
ンバー13名が参加した。今回のセミナーテーマは“崩壊か発展かライオ
ンズの未来は”「ライオンズクラブが活発になるために、今何をすべきか」と
し、世代や地域を超えたメンバー同士の意見交換を呼びかけた。

　2013年2月8日（金）キャビネット事務局近くの“AP西新宿”におい
て地区の献眼・献腎臓器移植委員会が主催する「アイバンク協会認
定サポーター養成講座」が開催された。講師に招かれた330複合地
区献眼・献腎・骨髄移植委員会委員長の元地区ガバナーL池崎道男
がセミナーの趣旨を説明したのち、第一部「献眼セミナー」では日本ア
イバンク協会の西田輝夫氏が“角膜移植のサポーター”を呼びかけ、現
在3000人以上もの患者が待っている現状を話した。第二部「臓器移
植セミナー」では東京医科大学八王子医療センター・東京都臓器移植
コーディネーター櫻井悦夫氏から臓器移植を希望する患者は国内の
年間死亡者約125万人の内、脳死者はわずか1％であり、移植希望者
の待機は15年から20年待っているなどの現状が説明され、セミナーに
参加したメンバーらも熱心に聞き入っていた。
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東京秋川ＬＣ

青少年育成に注力する東京新宿ライオンズクラブ
“東京新宿ライオンズクラブ旗争奪戦”少年少女レスリング選手権大会を主催

　2013年2月11日（祝）新宿区のコズミックセンターに於いて“第26回少年
少女レスリング選手権大会”「東京新宿ライオンズクラブ旗争奪戦」が行われ
た。同大会は今年で26回目となるが、長年、東京新宿西、東京新宿北ライオ
ンズクラブが支援してきたが、数年前より東京新宿ライオンズクラブが支援し
ており、今回も「東京新宿ライオンズクラブ旗」を争奪する選手権として個人、
団体戦が行われた。埼玉、千葉、東京、神奈川各県内の42クラブ約480名の
選手のほか台湾からも1クラブ2名の選手が参加した。選手は幼児、１～2年
生、３～４年生、５～６年生、女子５～６年生の各部門に分かれトーナメント方式
で行われた。今大会は出場選手が多いため、大会会場となった新宿コズミック
センターは朝早くから選手や家族、関係者らが集まり、会場内外で準備体操
や練習する選手らがあふれ、熱気に包まれた。午前10時ごろから始まった試
合は午後4時過ぎまで熱戦が繰り広げられ、それぞれの部門で入賞した選手
は、金、銀、銅のメダルと共に賞状を受け取り、嬉しそうにほほ笑む選手もいた

2月11日

が、ほとんどの選手はまだ、試合の興奮が冷めやらないせいか緊張した面持ち
で受け取っていた。中には負傷してドクターから治療を受ける子供や、患部を冷
やす氷を受け取ったり、鼻をすすりあげて顔をこする選手もいて、見ている観客
も心を打たれた。関係者の日本レスリング連盟副会長の今泉雄策氏の話によ
ると、「この連盟からは多くの有名選手が生まれている」という、また、少年少女
レスリング連盟の鎌賀秀夫氏（同大会競技委員長）も「年々、選手のレベルが
高まってきているので、今後が楽しみ」と話している。東京新宿ライオンズクラブ
では、このほかにも「ライオンズ旗争奪新宿区少年サッカー大会」（第31回は
1月20日～3月3日開催）も主催しており、「“未来の宝、国の宝”である子供たち
に、スポーツを通して“負けない心、強い心”を育てる」（同クラブ会長）として青
少年健全育成のための活動を継続して行っている。

地区内クラブだより
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ライオンズクラブ在籍54年、まさに歴史を知り、伝統を受け継ぎ今も元気に人形造り
東京浅草LC

地区内で三番目のクラブに在籍54年のメンバー
　東京浅草ライオンズクラブは1959年に設立され、今年で54期目を迎え
る地区内7番目に結成された古参のクラブ（東京‐日本橋‐浅草）だが、同ク
ラブには在籍54年目を迎えるL金林真多呂がいる。当クラブの第17代会長

（1974-1975）だが、入会はそれよりも15年前の1959年12月（クラブ結成
と同じ年）である。L金林真多呂は木目込み人形の作者“二代目金林真多呂”
としても知られ、80歳になる今もほとんど毎日人形造りに励んでいる。そんなL
金林真多呂を“人形師金林真多呂”としてもお話を伺うために同氏を訪れたの
は、台東区上野にある株式会社真多呂人形本社である。同社ビル内には真
多呂人形学院もある。

今でも毎日元気に人形造りに励むＬ金林真多呂
　ビル内の会長室の奥には自らが人形造りをする作業場がある。今もほとん
ど毎日人形造りに励んでいるという。ビルのエレベータで出会った年配の女性
は、ビル内にある人形学院で人形造りを習っているという「大変ですね！」と声
をかけると「いえ、いえとても楽しいです」と笑顔で答えてくれた。実際に、へらを
器用に動かし操りながら人形の原型造りを見せてくれた真多呂（L金林）さんに
も「大変ですね！」と話しかけると同じように「いや、いや楽しいですよ！」と返って
きた。そんな元気な笑顔で迎えてくれた真多呂さん（L金林）に浅草ライオンズ
クラブの昔話を尋ねると「昔のメンバーはずいぶんいなくなっちゃったけど、よく
覚えています、何しろ私が入会したのは20才代でしたから」「みんなまじめで、あ
の頃も楽しかった」…と、

2月13日

昔の記録を見せてもらうと…
　同クラブの記録を見ると、真多呂さんが会長だった年には納涼で岐阜県の
長良川へ行ったり、例会のゲストには当時田中首相の秘書だった鳩山邦夫さ
んや宝井馬琴さん、西村小楽天師匠、杉靖三郎さん、政治評論家の麻生良
方さんや、当時参議院議員の下村泰さん、森下泰さん（森下仁丹社長）らをそ
れぞれ例会に招いて話を聞いたようだ。さらに夜の懇親会は浅草の“暮六つ”
で行ったりしていたようだ。（この年の年次大会は秋田で開催されたようで、飛
行機で往復したのか飛行機の前の集合写真を見つけた）今でも真多呂さん
は例会に休まず出席しており、夫婦同伴の機会があれば奥様と共に出席して
仲の良さを見せているという。

木目込み人形とは…
　さて、ひと通りお話を聞いたあと、真多呂さんが打ち込んできた“木目込み人
形”を見せていただいた。古くは真多呂さんのおじいさんが造ったという人形まで
あり、歴史を感じさせる空間であったが、整然と並んだひな人形は、息をのむほ
ど美しい。思わず“すごいですね！”と驚くと「またいつでも見に来てください。買い
物でなくても歓迎しますよ」と真多呂さんは人懐こい笑顔で答えてくれました。 
詳しくは www.mataro-doll.com へ

東京浅草ライオンズクラブの例会に参加
　L金林真多呂を紹介してくれたのは今期の東京浅草ライオンズクラブの会
長L菱岡敏光だ。菱岡会長はクラブのメンバーのために、病み上がりの体で東
奔西走している。我々取材班は、後日同クラブを例会訪問することとした。ここ
でも元気なＬ金林真多呂に会うことができた。相変わらず元気で優しい笑顔で
迎えてくれた。いつまでもお元気で…（取材 : 広報委員会）



40周年記念事業として避難地域の子供らを招待
東京尾張町LC3月1日

　東京尾張町ライオンズクラブは今期、結成40周年を迎えるにあたり、慣
例である記念式典の開催を控え、原発事故から２年経つ今もなお、復興の
手の行き届かない被災地の方への支援事業を実施することにした。検討
した結果、福島第一原発事故警戒区域にあって全町避難を強いられてい
る福島県浪江町の浪江小学校の子供たちを支援することに決め、以前は
560名在籍していた生徒も現在ではわずか30名となり、二本松市内の廃
校を利用し再開校した同校を3月1日(金)に訪問し、記念品とともに「東京ス
カイツリーへの招待状」を手渡した。かつての友だちと離れ離れになり、仮
設住宅での不便な暮らしなどで塞ぎこんでいるように見えた子供たちだった
が、この日まで伏せられていた「東京への招待」が校長先生より発表された

瞬間には、どよめきとともに喜びにあ
ふれていた。4月２６日、スカイツリー
から望むパノラマに目を輝かせてい
る子供たちを想像し、今から待ち遠し
く思う。（同クラブメンバー）
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“親と子のはじめてのコンサート”を主催
東京世田谷LC3月2日

　2013年3月2日（土）東京世田谷ライオンズクラブは、世田谷区民会館ホー
ルに於いて青少年育成事業として“親と子のはじめのてコンサート”を主催し
た。「0才から入場できる、家族みんなで楽しめるコンサート」をテーマとするこの
チャリティコンサートは同クラブでは3年ぶり2度目の開催で、入場者は子ども
約240名を含む約800名。出演者はスタジオジブリ作品の主題歌、挿入歌で
お馴染みの井上あずみと6歳で歌手デビューした実娘のゆーゆで、「となりのト
トロ」「天空の城ラピュタ」「魔女の宅急便」などを歌うと、子どもたちも元気な
声で大合唱。ゆーゆがNHKみんなのうたで人気の「6さいのばらーど」を披露す
ると会場は一段と盛り上がった。また、今回は上智大学の学生たちもステージ
でゴスペルを披露したり、会場設営をサポートするなどコンサートの運営にも協

力した。コンサートの収益金は「ひさい地の子ど
もたちの写真展・開催費用」、病児とその家族
のための宿泊施設「ドナルド・マクドナルドハウ
ス」に寄付される。
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“忘れない”防災フェア＆チャリティバザーを開催
東京新都心ＬＣ

　2013年3月10日（日）東京都新宿区の新宿中央
公園「水の広場」に於いて東京新都心ライオンズクラ
ブと西新宿角三町会が主催する「“忘れない”防災フェ
ア＆チャリティバザー」が開催され、地区内外の15ク
ラブがブース出店したほか、地区家族会員・ライオンズ
カード推進委員会やＮＴＴ東日本、東京都水道局、陸
上自衛隊、西新宿消防署なども出店した。このほか、
伊藤園、ロッテ、清水屋食品、紀州屋なども後援すると
いう一大イベントとなった。同クラブでは、昨年の同イ
ベントに於けるチャリティバザーなどで得た資金で車い
すを運べる“福祉車両”を購入し、被災地の宮城県南
三陸町の社会福祉協議会に贈呈している。今回も引
き続き被災地の支援が行われる。

3月10日

護国寺での震災復興イベントに協力
3月10日 東京ワンハンドレッドLC

　2013年3月10日（日）東京文京区の護国寺にて行われた東日本大
震災復興イベント「祈り」に東京ワンハンドレッドライオンズクラブが被
災地の特産品販売などで協力した。



薬物乱用防止教室に対し感謝のメッセージ

光が丘公園に毎年桜の木を植樹
2月2日 東京すずしろLC

福島県の川内村に支援金
1月12日 東京東久留米LC

東京田無LC2月7日

社会福祉協議会などで交流
　東京東久留米ライオンズクラブ
は、同クラブのメンバーが会長を務
める地元の社会福祉協議会を通
じて交流のある福島県の川内村
を支援している。福島県の川内村
は原子力発電所の事故で避難地
域に指定され、一時住民は全員避

難したが、その後避難地域が指定が解除され300人ほどの住民が戻って
生活しているという。そうした事情を知る同クラブでは、昨年の7月にクラブ
メンバーらが現地を訪れ、町長らに面会し支援金を手渡したほか、今年の1
月12日にも、地元のお寺でバザーを開催したり、ボーイスカウトの協力を得
て募金活動をするなどして得たお金を川内村の支援に充てている。

　東京すずしろライオンズクラブでは、結成以来毎年1年に1本ずつ、練馬
区の光が丘公園に桜の木を植樹している。11本目となる今年も2013年2
月2日（土）練馬区長や地区ガバナーを招いて植樹式を行った。また、毎年
桜の季節には、植樹した桜の木を眺めながら、関係者らを招いて『お花見
例会』を行っているという。

　東京田無ライオンズクラブに西東京市立住吉小学校の6年生の生徒から“感謝のメッセー
ジ”が届いた。メッセージは同校の6年生全員から寄せられ、「子供たちの感想から、真剣に受け
止め聞いていたのがわかります」（同校副校長）や「自身も改めて知る機会となった、今後の指
導に生かしていきたい」（担任教師）との先生方のメッセージまで添えられていた。さらに、同校
の学級通信「笑顔」にも“保健「薬物乱用防止教室」”とした記事も同封されていた。「子供た
ちの関心の深さと先生方にも喜んでもらえたのがうれしい」と講師として活躍したＬ大澤力（同ク
ラブメンバー）は話している。
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東京秋川ＬＣ

ミャンマー孤児院交流活動報告
東京羽田LC

　ミャンマーは、歴史的にも日本と大変深い関わりのある国です。東
南アジア最西端に位置し、面積は日本の約1.8倍・人口は6242万
人。人口の７割を占めるビルマ族を中心に、100以上の民族が暮らし
ています。現在、予想以上のスピードで民主化・改革が加速していま
すが、長く軍事政権が続いた影響もありアジアの中では最貧国に属
する国です。貧困等の理由で、教育や医療が受けられない子供たち
がたくさんいます。栄養失調等、5歳未満児の死亡率は約10％、10
人に１人は５歳の誕生日を迎えることが出来ない大変厳しい状況な
のです。

　今回訪れたス・タウン・ピ孤児院は、寺院が支援を受けて運営する
僧院併設の孤児院です。ヤンゴンから車で約１時間のタンニンにあ
り、ここで暮らす子供たちの数は約500名。1990年よりボランティア
活動を始めた「バダンタ　ナンダ　ワンタ僧侶」が中心となり、貧しい
子供たちや孤児などの支援と教育を行っています。

　今回の訪問で、日本では当たり前のように享受している教育・医療・水・食料などの重要
性を再認識しました。ミャンマーは豊富な天然資源、低コストの労働力、地理的重要性・優
位性などから「東南アジア最後のフロンティア」として注目されています。今後、経済状況も
改善されて行くことでしょう。しかし、今日明日に改善される事ではなく、10年・20年・30年と
長い年月のかかる問題だと思います。これから成長して行く国、将来その担い手となる子供
たち。今を大切にし、少しでも力になれるよう、羽田ライオンズクラブは今後も見守り続けた
いと考えております。

2月11日

▲シュエダゴン・パゴダ（ヤンゴン）
ミャンマーで最も有名なパゴダ（仏塔）

▲ヤンゴンにあるビルマ平和記念碑

▲笑顔で迎えてくれた孤児院の子供たち

▲昼食時の様子

▲身体を洗う
奥に写っているのが雨水を溜めておくタンク。
手前の囲いで身体を皆で洗う。
▶女の子たちの
寝ている建屋
一つのベッドに2
～3名が寝ている

◀男の子たちが
寝ている建屋
男の子は動き回る
ので床に雑魚寝。

◀仏教の国
ミャンマーは、国民の90％が敬
虔な仏教徒。イメージとは全く
異なり穏やかな国民が暮らすと
ても安全な国です。ごく最近ま
で、都市部では強盗などが一
度も起こらなかった程、治安が
良いとの事。

◀仏教の国
ミャンマーは、国民の90％が敬
虔な仏教徒。イメージとは全く
異なり穏やかな国民が暮らすと
ても安全な国です。ごく最近ま
で、都市部では強盗などが一
度も起こらなかった程、治安が
良いとの事。

◀羽田ライオンズクラブより、1000米ドルのドネーションを手
渡す。子供たちの為に使って欲しいと伝える。

ワンタ僧侶　「この孤児院は、皆様からの暖かい寄付により
運営できている。心より感謝致します。子供たちの未来の為、
大事に使わせて頂きます。」

▶孤児院での授業風景
「教育を受けていない
子供たちは将来、社会
的に自立をすることが難
しくなる。さらなる貧困
の連鎖を生まない為に
も教育は重要。」とワン
タ僧侶は語る。
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伝統音楽“雅楽”を実体験
2月19日 東京高輪ＬＣ

第２８回中国帰国者日本語発表会
2月17日 東京セントラルＬＣ

　平成25年2月17日（日）
東京セントラルライオンズク
ラブは、国立オリンピック記
念青少年総合センターに
て、第２８回中国帰国者日
本語発表会を開催した。こ
の、催しは中国帰国者の皆
さんが日本語の学習や日
本での生活環境など、体験した事を日本語で発表する。中国帰国者の為
に設立された各NPO法人の協力もあり、会場には、阿久津ガバナーをはじ
め、山浦元国際理事、石井元ガバナー、元内閣総理大臣菅　伸子夫人、
ライオンズ関係者、中国帰国者等１００名あまりの参加者が集まった。
　発表会の冒頭で東京セントラルライオンズクラブ勝　泰之会長は、「こ
の発表会が、中国残留邦人の皆様が帰国後に行う、日本語の勉強、生
活の応援が出来る事を期待しています」とし、阿久津ガバナーは、「東京セ
ントラルライオンズクラブが行う中国帰国者日本語発表会も今回で２８回
目を迎える。今後も中国帰国者のため、発表会を継続していくよう望みま
す」と語った。発表会では、１３人の中国帰国者の皆さんが、帰国までの経
緯や日本語での言葉の行き違い等の経験を流暢な日本語で発表した。そ
の後、最優秀賞、会長賞等が発表され、賑わいの中、幕を閉じた。発表者

の一人は、「帰国後、戸惑いもあった
が、今は皆さんの支えの中幸せを感じ
ている。今後もたくさんの人にこの様
な場を設けていただきたい」と笑顔で
語った。東京セントラルライオンズクラ
ブはクラブアクティビティとして今後も
この発表会を継続して行く。

　平成25年2月19日（火）東京高輪ライオンズクラブは、伝統ある雅
楽を音楽授業の一環として、体験してもらおうと港区内の小学６年生約
１００名を高輪区民センターホールへ招待した。「青少年育成活動の一
環としてこの様な伝統音楽を体験出来る事は素晴らしい」と地区ガバ
ナーが挨拶し、東京高輪ライオンズクラブ会長は、「初めて聞く子も多い
と思うが、この催しは今回で５回目となる。日本古来の伝統音楽を体験、
勉強していって欲しい」と語った。港区立白金小学校高橋校長は「なか
なか、雅楽を聴いたり、触れ合うことは小学生には珍しい事。この様な素
晴らしい体験が出来る事を東京高輪ライオンズクラブの皆さんに感謝す
る」とお礼を述べた。小学生らは珍しい楽器を見て「これは、何で出来て
いるのですか？」等質問をしていた。

　2013年東京晴海ライオンズクラブは、ショッピン
グ施設やオフィス、レストランなど様 な々施設が入居している複合施設“晴
海トリトンスクエア”のメインロビーに於いて、毎年実施している“口と足で
描く絵画展”を今年も実施した。同施設の運営会社を経営するクラブメン
バーの協力を得て実施しているもので、毎年多くの来訪者や通行人など
が関心を寄せている。展示された絵画は90点近くあり、どれも作品だけ見
ると“口や足で描いたもの”とは思えない立派な作品である。若者は「最初
は気付かなかったが、口や足で描かれたものとは…」と驚き、募金箱に千
円を投じた。こうした募金者にはクラブからお礼に「図書券」が渡され「毎
年多くの人が協力してくれます」とクラブ会長らは嬉しそうに話していた。

　2013年3月3日（日）、時代を
担う子どもたちが明るく健康に
育つことを願い、区内において
善行のあった少年少女を表彰
し、活動を讃えるとともに、更な
る活動の推進を図ることを目的

とした善行少年少女表彰式が東部フレンドホールにて行われた。48回目
を数える本年は、東京江戸川LC会長L田中壽一の元、江戸川区長多田
正見様、330A地区ガバナーL阿久津隆文を始め、区内警察3署、消防3
署、こども連合会、ライオンズクラブ関係者の皆様などをご来賓としてお迎
えし、139名と3団体を表彰し、昭和40年度（41年）の第1回から数えた
延べ人数は8,564名と45団体となった。（レポート : L上野繁幸）

晴海トリトンスクエアにて障害者の絵画展
2月13日〜2月15日 東京晴海ＬＣ

第48回善行少年少女表彰式
3月3日 東京江戸川ライオンズクラブ主催、5R2Z合同協賛
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思い出の成人式
2月17日 東京荒川ＬＣ

“ろう学校”卒業生の成人式を開催
1月14日 東京巣鴨ＬＣ

感動を呼ぶ成人式を…
　東京巣鴨ライオンズクラブでは、地元の
都立ろう学校のイベントに参加するなどし
て長い間活動を支援しているが、このたびは

“感動を呼ぶ成人式を”との考えから今年
成人式を迎える同校の卒業生35人を招き
成人式を行った。成人式は同校で行われ
たが、東京巣鴨ライオンズクラブではこの
成人式を支援した。2013年1月14日都立
大塚ろう学校にて行われたが、この日は成
人式を迎えた卒業生のほか関係者らが約
200名集まって盛大に執り行われた。成人
した子供の親が代表して「ここまで育てて
いただいてありがとう」と感謝の花束が学
校関係者らに贈られると、会場は大拍手に
包まれ、まさに感動の成人式となった。

　平成25年２月１７日（日）７R１Z東京荒川LCは、諸々事情により、区の一
般成人式に参加できない１２名障害者の方々や、保護者を招き、サンパー
ル荒川にて、今回で８回目となる「想い出の成人式」を開催した。
　式典では、阿久津ガバナーをはじめ、西川荒川区長、三嶋社会福祉協
議会会長（荒川副区長）が祝辞を述べた後、「思い出のアルバム」と題し、
障害者の方一人一人の成長の記録をプロジェクターにて、当時の思い出
や出来事などアナウンスを交えながら放映した。
　また、クラブと荒川区から新成人へ記念品の贈呈が行われ、新成人から
は、今までの感謝と新成人としての決意が語られた。
　懇親会では、和やかなムードの
中、新成人及びご家族へのインタ
ビューや障がい者支援施設の仲間
からの歌と贈る言葉が披露された。
また、新成人からは、両親への感謝
や花束の贈呈が行われ、感動に包
まれながら幕を閉じた。

毎日新聞の広告が反響を呼ぶ

 2013年1月15日（火）毎日新聞朝刊
に全6段のカラー広告（ライオンズクラ
ブ国際協会330-A地区として）が掲
載され、地区内外に反響が広がってい
る。333-C地区のメンバーからも「広告
を見て驚いた、思わず心が高揚した」な
どと連絡があったという。



共に汗をかきましょう！

ライオンズクラブ330-A地区特別協賛
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第14回東京都障がい者
スポーツ大会
平成25年6月1日（土）、2日（日）１０：０0開会
開催場所 ： 駒沢オリンピック公園運動場

皆様の応援が、何よりの力になります。
駒沢へ万歳に行こう！



  ２０１3　主要行事日程表

●第３回　２０１3年３月１８日（月）　ＡＰ西新宿　※キャビネット構成員
●第４回　２０１3年６月１０日（月）　東京プリンスホテル　会議・懇親会　※元ガバナー・キャビネット構成員・委員会副委員長・委員・SPA・複合地区役員

ライオンズクラブ国際協会330-A地区
地区ニュース 第4号（Spring号）
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 キャビネット会議

●第52回東洋・東南アジア・ライオンズ（OSEAL）フォーラム 2013年 11月7日～10日=MD308　シンガポール・マレーシア

●第９６回国際大会 ２０１３年７月５日～９日 ドイツ、ハンブルグ
●第９７回国際大会 ２０１４年７月４日～８日 カナダ・トロント
●第９８回国際大会 ２０１５年６月２６日～３０日 米国・ハワイ州ホノルル
●第９９回国際大会 ２０１６年６月２４日～２８日 日本・福岡
●第100回国際大会 ２０１７年６月３０日～７月4日 米国・イリノイ州シカゴ

●３３０-Ａ地区（第５９回）  ２０１３年４月２0日（土）　　　東京プリンスホテル
●３３０複合地区（第５９回） ２０１３年５月１２日（日）　　　ホテルニューオータニ

 ＯＳＥＡＬフォーラム

 国際大会

 年次大会

■代議員会

登録　受付 09：00～09：50　※代議員のみです

代議員変更 09：00～09：30　※遅れますと選挙会で投票ができません。

代　議　員 10：00～13：30　総会／選挙会／分科会／昼食／総会再開

■式　　典

登録　受付12：00～14：30　※事前登録を必要とします。

式典　一部14：00～14：50　年次報告／国際第二副会長候補者挨拶
　　　　　　　　　　　　国際アワード表彰／記念事業発表

■晩餐会

入場　受付　16：30～17：30　※事前登録を必要とします。

晩　餐　会　17：00～19：30
　　　　　　アワード表彰（優秀賞・特別賞・ガバナー特別賞他）
　　　　　　アトラクション検討中
　　　　　　お楽しみ抽選会（商品・被災地復興支援物産多数）
　　　　　　※被災地復興支援特別メニュー企画

特別企画
キャビネット委員会活動の後方および活動報告　※イベント広場にて開催予定
東日本大震災復興支援活動　※イベント広場にて物産販売予定

ライオンズクラブ国際協会 330-A地区  第59回年次大会 2013年4月20日（土）

ご注意 ※年次大会パンフレットに記載されている時間は変更前のものです。お間違いなく
アワード表彰者は表彰手順を受賞クラブ宛にご案内します。事前によくご覧ください。 ※晩餐会贈呈アワード受賞者及びクラブは晩餐会登録をお願いいたします。

立会演説会　4月  6日（土）14：00～16：00　於：立川グランドホテル予定
　　　　　　4月15日（月）13：00～15：00　於：東京プリンスホテル予定  ※代議員の方はどちらかの立会演説会に参加をお願いいたします。

式典　二部14：55～16：25　記念講演「この国の行方」
　　　　　　　　　　　　  猪瀬直樹　東京都知事

記念催事  日本子守唄協会「話と歌」
　　　　       女優　藤村志保　他

※ガバナーエレクト紹介／アワード表彰（敬寿賞のみ）／複合推薦アワード発表




